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◎家族介護教室　要介護高齢者を介護している家族などを対象に、上手な介護の仕方や、サービスの利用
方法などを学ぶ教室を開催します。▽日時　6月19日(火)午前10時～正午▽会場　城山地区市民センター学
習室（大谷町）。Y城山地域包括支援センター1(652)8124、高齢福祉課1(632)2357

講
座
・
教
室

精
神
保
健

家
族
教
室

▽
日
程
・
内
容
　
下
表
の
通
り
。

▽
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
。

▽
会
場
　
保
健
所
（
竹
林
町
）。

▽
対
象
・
定
員
　
市
内
に
在
住
で
、

統
合
失
調
症
の
患
者
さ
ん
の
家
族
。

先
着
20
人
。

▽
申
込
　
電
話
で
保
健
予
防
課
1

(

626)

１
１
１
４
へ
。

▽
そ
の
他
　
全
日
程
の
受
講
を
お

勧
め
し
ま
す
。

生
活
習
慣
病

予
防
セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時
　
７
月
４
日(

水)

、
８
月

１
日(

水)

・
29
日(

水)

。
午
後
１
時

〜
３
時
45
分
（
全
３
回
）。

▽
会
場
　
横
川
地
区
市
民
セ
ン
タ

ー
（
屋
板
町
）。

▽
内
容
　
生
活
習
慣
病
に
関
す
る

医
師
の
講
話
や
効
果
的
な
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
方
法
な
ど
の
体
験
、
食
事

に
関
す
る
演
習
な
ど
を
通
し
た
、

自
分
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
。

▽
対
象
　
健
診
の
結
果
、
血
圧
・

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂

肪
・
血
糖
の
値
の
い
ず
れ
か
が
高

か
っ
た
人
。

▽
定
員
　
先
着
30
人
。

▽
申
込
　
電
話
で
、
姿
川
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー
1(

645)

４
５
３
５
へ
。

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で

各
種
教
室

▽
日
時
・
内
容
・
定
員
な
ど
　
右

下
表
の
通
り
。

▽
会
場
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
ラ

ラ
ス
ク
エ
ア
宇
都
宮
９
階
）。
無

料
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
申
込
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
、
市
保

健
セ
ン
タ
ー
1(

627)

６
６
６
６
へ
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

県
シ
ル
バ
ー
大
学
校

中
央
校
の
学
生
を
募
集

▽
期
間
　
10
月
〜
平
成
21
年
９
月

の
２
年
間
。
火
曜
日
ま
た
は
金
曜

日
の
週
１
回
、
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
。

▽
会
場
　
と
ち
ぎ
健
康
の
森
（
駒

生
町
）。

▽
内
容
　
地
域
で
の
社
会
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
担
い
手
の

養
成
。

▽
対
象
・
定
員
　
原
則
と
し
て
60

歳
以
上
の
人
。
320
人
（
１
コ
ー

ス
160
人
で
２
コ
ー
ス
）。

▽
費
用
　
年
額
１
万
４
０
０
０
円

（
実
習
材
料
費
な
ど
は
別
途
）。

▽
申
込
　
印
鑑
と
80
円
切
手
を
張

っ
た
封
筒
を
持
ち
、
６
月
29
日
ま

で
に
、
直
接
、
高
齢
福
祉
課
（
市

役
所
２
階
24
番
窓
口
）
ま
た
は
、

上
河
内
・
河
内
地
域
自
治
セ
ン
タ

ー
（
旧
町
役
場
）、
各
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
へ
。

Y
県
高
齢
対
策
課
1(

623)

３
０
４

８
、
と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会
1

(

650)

３
３
６
６
、
市
高
齢
福
祉
課

1(

632)

２
３
６
７

障
害
者
対
象
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
ス

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
資
格
取
得

▽
日
程
　
７
〜

12
月
の
第
１
〜

４
土
曜
日
、
午

後
１
時
〜
３
時

（
全
12
回
）。

▽
会
場
　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

３
階
情
報
処
理
室
（
中
央
１
丁

目
）。

▽
内
容
　
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ

本
文
中
に
費
用
な
ど
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
原
則
と
し
て
無
料
。�

＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

＝
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス�

HP

精神保健家族教室�
期　日�

6月26日（火）�
�

7月24日（火）�
�

8月28日（火）�
�
�9月25日（火）�
�
�

内　　　　容�
「病気を正しく理解する」�
精神科医師の講話�
�「患者との接し方」�
ビデオ学習と精神保健福祉士の講話�
�「生活障害と社会資源の活用」�
ビデオ学習と精神保健福祉士の講話�
�「家族のできること」�
精神障害者を持つ家族の話�

事業名� 日　　時� 内　　容� 定員など�

栄養教室�
メタボリ�
ックシン�
ドローム�
編（糖尿�
病予防）�

６月26日(火)午�
前10時～11時30
分、７月３日(火)
午前10時～午後�
１時�
（受付９時45分�
～10時、全２回）

糖尿病予防のた�
めの食生活につ�
いての講話と演�
習�
栄養バランスと�
エネルギーを考�
えた献立の調理�
実習�
�

30人、�
７月３日�
は食材費�
600円程度�

栄養教室�
メタボリ�
ックシン�
ドローム�
編（高脂�
血症予防）�

健康づく�
り教室�
女性の健�
康セミナ�
ー�

ウオーキ�
ング教室�
基本編�

７月17日(火)
午前10時～11時�
30分、７月24日�
(火)午前10時～�
午後１時

6月22･29日、7月�
6･13･20･27日(6
回で1コース)、�
午前10時～正午�
(6月29日は午後�
1時まで)

6月14日(木)、7
月6日(金)
午前10時～正午�
（受付9時30分～�
9時45分）

高脂血症予防の�
ための食生活に�
ついての講話と�
演習�
栄養バランスと�
エネルギーを考�
えた献立の調理�
実習�
�中高年女性の心�
身の変化を学び、�
これからの人生�
をいきいきと過�
ごせるようにす�
るための講話と�
実技（女性特有�
の体や心の変化、�
栄養、運動、休�
養、おしゃれ、�
歯の健康など）�
�安全で効果的な�
ウオーキングを�
行うための講話�
と実技（歩く姿�
をビデオ撮影し�
て学ぶ）�
�

30人、
７月24日�
は食材費
600円程度

おおむね�
40～64歳�
の女性、
30人�
食材費600
円程度

25人、無料
運動ので�
きる服装、�
運動靴を�
持参

ウオーキ�
ング教室�
筋力アッ�
プ編（基�
本編修了�
者が対象）�

6月25日(月)
午前10時～正午�
（受付9時30分～�
9時45分）

健康づくりに必�
要な運動量の講�
話と筋力をつけ�
る歩き方の実技�
�

25人、無料�
運動ので�
きる服装、�
運動靴を�
持参�

市保健センター各種教室�



康
・
福
祉�

国
保
・
年
金�

健�

ィ
ス
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（
パ
ソ
コ

ン
技
術
の
世
界
共
通
の
資
格
認
定

制
度
）
の
資
格
取
得
を
目
標
と
し

た
講
座
。

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
障
害
者
で
、

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
就
職
を
希
望
し

て
い
る
人
、
就
職
を
し
て
い
る
人
、

パ
ソ
コ
ン
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

指
し
て
い
る
人
。

▽
費
用
　
１
回
１
０
０
０
円
。

▽
定
員
　
８
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）。

▽
申
込
　
６
月
15
日
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
障
害
者

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
社
会
福

祉
協
議
会
内
）
1(

636)

１
５
３
６
、

6(

636)

１
５
３
７
へ
。

地
域
で
健
康
づ
く
り
活
動
を
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
、
地

域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
健
康
づ
く

り
活
動
を
行
う
、「
健
康
づ
く
り

推
進
員
・
食
生
活
改
善
推
進
員
」

の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
左
上
表
の
通
り
。

▽
会
場
　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
中
央
１
丁
目
）。

▽
内
容
　
生
活
習
慣
病
予
防
に
関

す
る
講
話
や
、
調
理
実
習
・
運
動

実
技
な
ど
。

▽
対
象
　
次
の
す
べ
て
に
当
て
は

ま
る
人
。
①
健
康
づ
く
り
に
関
心

が
あ
る
②
４
回
以
上
出
席
で
き
る

③
講
座
終
了
後
に
実
際
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る
。

▽
定
員
　
先
着
40
人
。

▽
費
用
　
調
理
実
習
の
材
料
費
。

▽
申
込
　
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

健
康
増
進
課
1(

626)

１
１
２
６
へ
。

募
　
集

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

参
加
者
募
集

▽
日
時
　
６
月
26
日(

火)

。
河
内

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
白
沢
町
）

午
前
９
時
30
分
出
発
、
午
後
４
時

解
散
。
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
中
央
１
丁
目
）
午
前
10
時
出
発
、

午
後
３
時
30
分
解
散
。

▽
内
容
　
井
頭
公
園
（
真
岡
市
）

の
バ
ラ
園
見
学
・
益
子
町
散
策
な

ど
（
バ
ス
利
用
）。

▽
対
象
　
在
宅
で
介
護
を
し
て
い

る
人
、
介
護
の
経
験
が
あ
る
人
。

▽
定
員
　
先
着
35
人
。

▽
申
込
　
電
話
で
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
1(

636)

１
２
１
５
へ
。

▽
持
ち
物
　
昼
食
。

障
害
者
ピ
ア
グ
ル
ー
プ

「
フ
リ
ー
サ
イ
ズ
」
旅
行
会

▽
日
時
　
７
月
１
日(

日)

午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
午
前
８
時
45
分
、

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
受
付

前
に
集
合
）。

▽
内
容
　
福
祉
バ
ス
を
利
用
し
た
、

ひ
た
ち
海
浜
公
園
（
茨
城
県
）
へ

の
日
帰
り
旅
行
。

▽
対
象
　
障
害
の
あ
る
人
と
、
そ

の
家
族
な
ど
。

▽
定
員
　
20
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）。

▽
費
用
　
約
２
５
０
０
円
（
昼
食

代
含
む
）。

▽
申
込
　
６
月
15
日
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
障
害
者

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
社
会
福

祉
協
議
会
内
）
1(

636)

１
５
３
６

6(

636)

１
５
３
７
へ
。

◎こころの健康づくり講座 ▽日時　6月28日(木)午後1時30分～3時30分▽会場　保健所（竹林町）▽内
容　「うつ病について」と題した手塚隆夫さん（精神科医師）の講話▽対象　市内に在住の人▽定員　先
着50人▽申込　電話で、保健予防課1(626)1114へ。11

健康づくり推進員・食生活改善推進員養成講座�
時間：午前10時～午後４時�

回� 月　日� 主な内容�

6月29日（金）講話：健康うつのみや21・食育推進計画・食品衛生�
実技：ストレッチ･ウオーキング①�
�講話・演習：食生活の現状、食事バランスガイド�
講話：生活習慣病予防、実技：レクリエーション�
�講話：調理の基本、調理実習：バランス食�
実技：ストレッチ･ウオーキング②�
調理実習：野菜350g、演習：塩分･糖度測定�
講話：歯の健康づくり�
グループワーク、地区活動の進め方と活動例紹介�

7月 4日（水）

7月11日（水）

7月18日（水）

7月25日（水）

１�

２�

３�

４�

５�

精神保健を学ぼう精神保健を学ぼう
～うつ病～

最近、「うつ病」や「社会不安障害（SAD）」といった
病名が日常的に見られるようになりました。また、イン
ターネットでも、その症状を簡単に調べられるようにな
りました。では、「うつ病」とは、どんな病気で、どのよ
うな症状が見られるのでしょうか。
世界保健機構（WHO）の疫学調査では、世界人口の3

～5％が「うつ病」になり、世界で1億2000万人～2億人、
日本では360万人～600万人が罹

り

患
かん

すると言われています。
「うつ病」は、気分（感情）障害と言われ、その有病

率は、重症のもので人口の0.3～0.5％、軽症を含めると
5％と言われています。特に女性に多く、発病には、心理
的社会的ストレスが認められることが多く、男性は、転
勤・昇進・退職・病気など、女性は、出産・転居・家族
との死別などが誘因になりやすいようです。
「うつ病」の症状には、精神的症状と身体的症状とが

あり、精神的症状には「抑うつ気分（ゆううつ、気がめ
いる、興味がないなど）」・「思考と行動の抑制（おっく
うさ、やる気が出ない、人に会いたくないなど）」・「不
安焦燥（動

どう

悸
き

、イライラ、落ち着かないなど）」・「自責

感、罪悪感（周囲に申し訳ない、自分などいないほうが
よいのではないかなど）」などが見られます。身体症状に
は「睡眠障害（なかなか寝付けない入眠障害、途中で目
が覚める中途覚醒

かくせい

、朝早く目が覚める早朝覚醒
かくせい

）」・「食
欲不振（食べてもおいしくない）」・「全身倦怠感（だる
い）」などが見られます。これらに「物事に興味が持てな
くなった」「自分はダメだという低い自己評価」などの症
状が加わると「うつ病」と言ってもよいでしょう。
「うつ病」の最大の問題点は、何といっても「自殺」

です。この8年間、毎年3万人以上が自殺で亡くなってお
り、30～40代の死因の1～3位になっています。「うつ病」
治療の三原則は、｢早期の受診」「十分な休養」「抗うつ薬
の服用」で、抗うつ薬の服用で12週までに全体の65～
70％は改善が見られます。症状が改善しても、服薬は6～
12カ月間継続することが望ましいといわれています。そ
れでも、10～20％が再発をするため、時には数年間服薬
を継続することが必要になることもあります。
いずれにしても、「うつ病」ではないかと感じたら、一

度メンタルヘルスの専門家（精神保健指定医、心療内科
医）や精神保健福祉センターに相談してみてはいかがで
しょうか。

宇都宮市医師会　手塚隆夫
Y保健予防課1(626)1114
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◎市が提供する福祉サービスの苦情を受け付けます 市が提供する福祉サービス（介護保険サービスは除
く）や、市が実施する福祉全般の事業に対する苦情や相談をお受けしています。▽受付場所　市立の各福
祉施設、サービスや事業を実施する課など▽内容　高齢者、身体障害者、知的障害者、児童・保育、生活
困窮などに関すること。詳しくは、保健福祉総務課1(632)2917へ。なお、介護保険サービスの苦情につい
ては、介護保険なんでも相談窓口1(632)8989へ。

募
　
集

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

計
画
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

「
第
２
次
や
さ
し
さ
を
は
ぐ
く

む
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画

（
地
域
福
祉
計
画
）」
を
策
定
す
る

に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
十
分
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

社
会
福
祉
審
議
会
地
域
福
祉
専
門

分
科
会
の
臨
時
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

▽
対
象
　
市
内
に
１
年
以
上
住
ん

で
い
る
20
歳
以
上
の
人
。

▽
任
期
　
７
月
〜
平
成
20
年
３
月

（
４
回
程
度
会
議
開
催
予
定
）。

▽
人
数
　
３
人
程
度
。

▽
申
込
　
総
合
案
内
・
保
健
と
福

祉
の
総
合
相
談
窓
口
（
市
役
所
１

階
）、
上
河
内
・
河
内
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
（
旧
町
役
場
）
・
各
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
置
い
て

あ
る
応
募
用
紙
に
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
福
祉
の
活
動
経

歴
、
応
募
の
動
機
な
ど
を
書
き
、

「
本
市
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に

望
む
こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、

800
字
程
度
の
論
文
を
ま
と
め
、

６
月
20
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
直

接
ま
た
は
送
付
、
フ
ァ
ク
ス
で
、

〒
320-

8540
市
役
所
高
齢
福
祉
課

（
市
役
所
２
階
）
6(

632)

３
０
４

０
へ
。

▽
そ
の
他
　
申
込
書
類
は
返
却
し

ま
せ
ん
。
選
考
は
書
類
審
査
と
面

接
を
行
い
、
結
果
は
７
月
中
に
通

知
し
ま
す
。

Y
高
齢
福
祉
課
1(

632)

２
９
０
４

介
護
相
談
員
を

募
集

▽
応
募
資
格
　
次
の
す
べ
て
に
当

て
は
ま
る
人
。

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
②
40
歳
以

上
③
介
護
相
談
員
派
遣
事
業
に
理

解
と
熱
意
が
あ
り
、
相
談
員
と
し

て
の
活
動
が
可
能
④
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
に
属
し
て
い
な
い
。

▽
募
集
人
員
　
１
人
。

▽
職
務
内
容
　
介
護
保
険
施
設
を

月
２
回
程
度
訪
問
し
、
利
用
者
の

疑
問
、
不
満
や
不
安
を
解
消
し
、

施
設
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

質
的
な
向
上
を
図
る
。

▽
報
酬
　
交
通
費
な
ど
実
費
相
当

分
を
支
給
。

▽
申
込
　
高
齢
福
祉
課
、
上
河

内
・
河
内
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

（
旧
町
役
場
）
・
各
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
・
出
張
所
な
ど
に
置
い
て

あ
る
応
募
用
紙
と
、
市
販
の
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
自
筆
で
書
き
、

写
真
を
添
付
し
て
、
６
月
29
日
ま

で
に
直
接
ま
た
は
送
付
で
、
高
齢

福
祉
課
（
市
役
所
２
階
）
へ
。

▽
選
考
　
面
接
を
実
施
（
後
日
、

日
時
・
会
場
を
通
知
し
ま
す
）。

Y
高
齢
福
祉
課
1(

632)

２
９
７
７

お
知
ら
せ

人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
の

受
診
費
用
を
補
助

▽
対
象
　
人
間
ド
ッ
ク
＝
35
〜
69

歳
の
人
。
脳
ド
ッ
ク
＝
35
歳
以
上

の
人
。
い
ず
れ
も
、
宇
都
宮
市

(

旧
上
河
内
町
・
旧
河
内
町
を
含

む)

の
国
民
健
康
保
険
に
継
続
し

て
１
年
以
上
加
入
し
て
お
り
、
国

民
健
康
保
険
税
を
含
む
市
税
に
滞

納
が
な
い
人
。
受
診
日
ま
で
に
国

民
健
康
保
険
の
資
格
を
失
っ
た
人

は
補
助
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

▽
補
助
金
額
　
２
万
４
０
０
０
円
。

▽
申
込
　
電
話
で
、
右
表
z
x
の

検
診
機
関
に
直
接
、「
宇
都
宮
市

国
民
健
康
保
険
に
加
入
」
と
言
っ

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他
　
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド

ッ
ク
ど
ち
ら
か
一
つ
で
す
。
年
度

内
に
１
回
、
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

Y
国
保
年
金
課
1(

632)

２
３
１
５

国
民
生
活
基
礎
調
査
と

社
会
保
障
実
態
調
査

▽
調
査
の
時
期
　
右
表
c
の
通
り
。

▽
対
象
地
区
　
国
民
生
活
基
礎
調

査
＝
平
成
17
年
国
勢
調
査
区
か
ら

層
化
無
作
為
抽
出
さ
れ
た
市
内
26

地
区
。
社
会
保
障
実
態
調
査
＝
平

成
17
年
国
勢
調
査
区
か
ら
層
化
無

作
為
抽
出
し
た
市
内
１
地
区
。

▽
調
査
内
容
　
厚
生
労
働
行
政
の

基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
世
帯
の

構
成
や
健
康
、
医
療
、
所
得
の
状

況
な
ど
生
活
に
関
わ
る
基
礎
的
な

事
項
に
つ
い
て
の
調
査
。

▽
そ
の
他
　
調
査
員
な
ど
に
不
審

な
点
が
あ
る
場
合
に
は
、
調
査
員

証
の
提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

Y

国
民
生
活
基
礎
調
査
（
世
帯

票
・
健
康
票
・
介
護
票
）
・
社
会

保
障
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
保
健

所
総
務
課
1(

626)

１
１
３
１
、
国

本
文
中
に
費
用
な
ど
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
原
則
と
し
て
無
料
。�

＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

＝
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス�

HP

z人間ドック検診機関�

x脳ドック検診機関�

c国民生活基礎調査・社会保障実態調査日程�

No. 検　診　機　関　名�

No. 検　診　機　関　名�

調　査　名� 協力依頼の訪問�聞き取り調査�

国民生活�
基礎調査�

世帯票・�
健康票・�
介護票�

４月下旬� ６月７日ごろ�

７月12日ごろ６月下旬�

７月１日ごろ�６月上旬�

所得票・�
貯蓄票�
�社会保障実態調査�

電話番号�

電話番号�

(625)2213

(626)5565

(625)7831

(653)1001

(648)0484

(657)7302

(683)5771

(667)8181

(623)8282

市医療保健事業団（竹林町）�
済生会宇都宮病院（竹林町）�
宇都宮健診クリニック（大通り４丁目）�
宇都宮社会保険病院（南高砂町）�
鷲谷病院（下荒針町）�
宇都宮セントラルクリニック（屋板町）�
宇都宮東病院（平出町）�
ミヤ健康クリニック（刈沼町）�
県保健衛生事業団（駒生町）�
�

１�
２�
３�
４�
５�
６�
７�
８�
９�

１�
２�
３�
４�
５�
６�

鷲谷病院（下荒針町）�
宇都宮セントラルクリニック（屋板町）�
大曽内科脳神経外科医院（大曽２丁目）�
佐々木記念クリニック（屋板町）�
藤井脳神経外科病院（中岡本町）�
星脳神経外科（竹林町）�

※費用額や検査内容など、詳しくは直接、各検診機関へお問い合わせください。�

(648)0484

(657)7302

(625)5005

(656)7117

(673)6211

(600)4410



康
・
福
祉�

国
保
・
年
金�

健�

民
生
活
基
礎
調
査
（
所
得
票
・
貯

蓄
票
）
に
つ
い
て
は
生
活
福
祉
課

1(

632)
２
３
７
３

健
康
診
査

年
１
度
の
受
診
で
早
期
発
見

平
成
19
年
度
の
共
通
受
診
券

（
個
別
･
集
団
健
診
兼
用
）
は

「
１
人
１
枚
」
の
は
が
き
に
な
り
、

次
の
通
り
、
６
回
に
分
け
て
発
送

し
ま
す
（
上
河
内
･
河
内
地
区
の

人
に
は
４
月
に
一
斉
に
発
送
し
ま

し
た
）。

▽
誕
生
月
･
発
送
月
　
４
・
10
月

生
ま
れ
＝
４
月
。
５
・
11
月
生
ま

れ
＝
５
月
。
６
・
12
月
生
ま
れ
＝

６
月
。
７
・
１
月
生
ま
れ
＝
７
月
。

８
・
２
月
生
ま
れ
＝
８
月
。
９
・

３
月
生
ま
れ
＝
９
月
。

※
早
め
に
受
診
し
た
い
人
は
、
健

康
増
進
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

共
通
受
診
券
は
平
成
20
年
３
月
31

日
ま
で
有
効
で
す
。

▽
内
容
　
左
表
の
通
り
。

Y
健
康
増
進
課
1(

626)

１
１
２
９

自
宅
で

歯
の
治
療
を

▽
対
象
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
人
①
市
内
に
住
所
が
あ
る
②
65

歳
以
上
③
病
気
な
ど
の
理
由
で
、

歯
科
医
院
へ
の
通
院
が
困
難
。

▽
内
容
　
歯
の
痛
み
の
処
置
や
、

入
れ
歯
の
調
整
な
ど
。

▽
費
用
　
保
険
診
療
の
自
己
負
担

額
と
医
師
の
交
通
費
な
ど
。

▽
申
込
　
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

健
康
増
進
課
1(

626)

１
１
２
７
へ
。

6
月
25
日
〜
7
月
1
日
は

「
ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く

理
解
す
る
週
間
」

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
感
染
力
の
極

め
て
弱
い
病
原
菌
に
よ
る
病
気
で

す
。
日
常
生
活
で
感
染
す
る
こ
と

は
極
め
て
少
な
く
、
早
期
発
見
と

適
切
な
治
療
に
よ
り
後
遺
症
な
く

治
る
病
気
で
す
。

し
か
し
、「
遺
伝
す
る
病
気
で

あ
る
」
と
か
、「
不
治
の
病
で
あ

る
」
と
い
っ
た
誤
解
や
偏
見
に
よ

り
、
療
養
所
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を

得
な
い
人
が
、
今
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
。

「
ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解

す
る
週
間
」
を
契
機
に
、
病
気
を

正
し
く
理
解
し
、
患
者
と
回
復
者

の
福
祉
増
進
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

Y
保
健
予
防
課
1(

626)

１
１
１
４

◎対面朗読のご利用を 新聞・チラシ・書籍など、ご希望の印刷物を、対面にて朗読するサービスを行っ
ています。▽日時　6月9・23日(土)午前10時～正午、6月13・27日(水)午後１時～３時▽会場　市総合福
祉センター３階（中央1丁目）▽申込　不要。Yボランティアセンター1(636)128513

健　康　診　査
■７月集団健診�
健診内容� 料金（円）� 対象者�

対象者�

※基本と同日受診の場合�

40歳以上の人

50歳以上の男性
40～75歳の人で過去に一度も受診し�
たことがない人
20歳以上の女性
30歳以上の女性
40歳以上の女性
※別予約・別会場　※2年に1回の受診�

基本健康診査�
肺がん�
胃がん�
大腸がん�
注）前立腺がん�
�
注）肝炎ウイルス�

骨粗しょう症�

基本健康診査�
肺がん�
�
大腸がん�

注）前立腺がん�
�
注）肝炎ウイルス�

子宮がん�
�
乳がん�

2,300

1,100

1,250

650

2,800

3,100

1,700

700

700

視触診�
�
マンモグラフィ�

1,260

400

940

520

1,680

1,760

730

40歳以上の人

50歳以上の男性
40～75歳の人で過去に一度も受診し�
たことがない人
40・45・50・55・60・65・70歳の女性�

※上河内・河内地区の検診項目は平成18年度と同じです。�

健診会場� 申込先�
市保健センター�
雀宮地区市民センター�
上河内保健センター�
河内保健センター、岡本コミュニティ�
プラザ　田原コミュニティプラザ�

健康増進課�
�
上河内保健センター�

河内保健センター�

（674）8787

（673）6337

市保健センター�
（無料駐車場はありません）�
�
�
雀宮地区市民センター�
田原コミュニティプラザ�
�岡本コミュニティプラザ�
上河内保健センター�
河内保健センター�
※日程中、下線付きの日は「骨粗しょう症検診」を実施。�
�

　40･45･50･55・60･65歳の対象者には、誕生日月前に案内はがきを�
郵送します。はがきが届いたら、電話で健康増進課 1（626）1128へ�
お申し込みください。�
　基本健康診査・各種がん検診・肝炎・骨粗・歯科健診が同日に受�
診できます。   �
�

会　場�
1（日）・2（月）・8（日）・9（月）・14（土）
21（土）・23(月）・29（日）・30（月）
6（金）・10（火）・14（土）・26（木）
8（日）�
19（木）�
27（金）�
28（土）�

期　日�

注）前立腺がんと肝炎ウイルス検診は基本健康診査を受診する場合�
にのみ受診できます。ただし、肝炎ウイルス検診はその他要件を満�
たす場合は受診可能になります。なお、前立腺がんと肝炎ウイルス�
の料金は、基本健康診断を含む額です。�
　その他、詳細については、健康づくりのしおりをご覧ください。�
　各健診とも、宇都宮市に住民登録のある人が対象です。高齢受給�
者・老人医療受給者・生活保護・市民税非課税世帯の人は無料。ま�
た、宇都宮市国民健康保険加入者は助成がありますので、保険証を�
お持ちください。�
Y健康増進課1（626）1128･1129

健診内容�
■個別健診　受診の際は、各医療機関にお問い合わせください。�

■節目健診�

料金（円）�

（626）1128


